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長野の林業

フルカラー版

２×10材・2×８材帯鋸盤製材機

　カラマツ大径材を利用するため、２×４住宅に使用するJAS認証カラマツ部材（２×８

材・２×10材）を製材する工場が、木島平村に完成しました。将来的には、年間で1000立

方メートルのカラマツ丸太を製材する計画となっています。

瑞穂木材_新製材工場_全景
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「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
と
は
？

「
身
の
回
り
の
も
の
を
木
に
変
え
る
」

「
木
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
」「
建
物

を
木
造
・
木
質
化
す
る
」
な
ど
、
木
の

利
用
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
へ
転

換
（
チ
ェ
ン
ジ
）
し
、
木
材
利
用
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
の
行
動
で
す
。

①
駐
車
場
を
県
産
材
で
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン

ジ
！

令
和
４
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
県
産
材
製
品
の
開
発
や
需

要
拡
大
に
繋
げ
る
取
組
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
普
及
促
進
支

援
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
、
ウ
ッ
ド

チ
ェ
ン
ジ
の
輪
が
徐
々
に
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
取
組
は
、

株
式
会
社
三
建
（
長
野
市
）の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
駐
車
場
を
木
製
に
ウ
ッ
ド
チ
ェ

ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
で
す
。
株
式
会
社
三
建
は
主

に
木
製
サ
ッ
シ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
施

工
等
を
手
掛
け
、
木
の
扱
い
に
長
け
た

会
社
で
す
。

県
産
材
で
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
！

〜
長
野
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
〜

超
高
耐
久
処
理
木
材
と
は
？

一
般
的
に
、
木
材
を
外
で
む
き
出
し

で
使
う
と
、
数
年
で
腐
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
材
料
と
し
て
使

用
し
て
い
る
超
高
耐
久
処
理
木
材
（
樹

種
：
ス
ギ
）
は
、
木
材
を
圧
縮
、
イ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
処
理
を
行
っ
た
後
に
、
加

圧
防
腐
注
入
処
理
を
施
し
た
も
の
で

す
。
治
山
事
業
な
ど
の
木
製
構
造
物
に

も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
耐
久
性
能

は
30
年
以
上
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

超
高
耐
久
処
理
木
材
の
詳
細
に
つ
い

て
は
コ
チ
ラ
⬇

木
に
変
え
る
メ
リ
ッ
ト

駐
車
場
を
木
製
に
す
る
こ
と
で
生
み

出
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
夏
の
強
烈
な

照
り
返
し
の
抑
制
、
都
市
部
や
公
園
に

お
け
る
景
観
へ
の
配
慮
、
木
材
の
新
た

▲アスファルト舗装

50.1℃

▼木製舗装　34.5℃

▲施工前（アスファルト舗装）▲施工後（木製舗装）

な
需
要
先
を
確
保
、
炭
素
の
固
定
等
、

多
様
で
す
。

現
在
、
長
野
森
林
組
合
の
駐
車
場
に

試
験
施
工
し
、
強
度
等
の
性
能
を
検
証

中
で
す
。
近
く
に
御
用
の
際
は
、
是
非

覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

今
後
、
街
中
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
駐

車
場
か
ら
木
製
の
駐
車
場
へ
と
置
き
換

わ
り
、
木
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
っ
と

身
近
な
存
在
に
な
る
日
が
来
る
と
い
い

で
す
ね
。

令
和
４
〜
５
年
度
の
取
組
事
例
の
紹

介
は
コ
チ
ラ
⬇
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【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

②
ウ
ッ
ド
パ
イ
ロ
ン

「K
o

lm
io

」（
以
下
、
コ
ル
ミ
オ
）

に
つ
い
て

　

コ
ル
ミ
オ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

「
三
角
形
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
長

野
県
産
カ
ラ
マ
ツ
を
主
な
材
料
と
し
て

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
な
い
新
規
性
、
機
能
性
、

既
存
の
バ
ー
が
使
え
る
互
換
性
を
持

ち
、
３
枚
の
板
を
重
ね
合
わ
せ
た
単
純

な
構
造
の
シ
ン
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
無
垢

の
木
を
活
か
し
た
質
感
で
、
人
の
目
に

も
優
し
く
景
観
を
損
ね
な
い
た
め
、
高

級
店
の
看
板
に
も
使
え
ま
す
。

　

想
定
さ
れ
る
利
用
シ
ー
ン
と
し
て

は
、
公
共
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の

安
全
保
安
用
の
誘
導
具
、
店
舗
な
ど
の

看
板
、
観
光
地
や
お
寺
な
ど
の
景
観
保

護
な
ど
様
々
な
シ
ー
ン
で
活
用
で
き
ま

す
。

▲コルミオ

（既存のバーが活用可能）

▲マグネットで貼紙を

行うことも可能　

製
品
開
発
の
き
っ
か
け

　

製
品
を
開
発
し
た
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
（
塩
尻
市
）
の
増
田
氏

は
、
２
０
２
０
年
に
レ
ジ
袋
の
有
料

化
問
題
を
発
端
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
為 

ウ
ッ
ド
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
カ
ラ
マ

ツ
）
を
発
案
し
、
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

２
０
２
１
を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
常
に

「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
を
考
え
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
町
や
道
路
で
沢
山
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
が
目
に
と
ま
り
、
劣
化
し
て
ゴ

ミ
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ー
ン
も
よ

く
見
か
け
る
事
か
ら
、
河
川
や
海
洋
汚

染
が
気
に
な
り
、
木
工
家
と
し
て
「
コ

ル
ミ
オ
」
を
開
発
す
る
事
が
、
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
意
味
の
あ
る
事
と
捉

え
、
試
作
を
重
ね
て
、
２
０
２
４
年
1

月
の
モ
ク
コ
レ
に
て
展
示
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
特
許
出

願
ま
で
至
っ
た
。
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

県
庁
で
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
！

　

県
産
材
の
需
要
拡
大
と
販
路
開
拓
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、
長
野
県

へ
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
、

令
和
６
年
８
月
21
日（
水
）に
県
庁
６
階

林
務
部
長
室
に
お
い
て
、
寄
贈
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
製
品
開
発
を
し
た
レ
ッ
ド

ハ
ウ
ス
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
増
田
代
表
と

原
材
料
の
提
供
と
販
路
開
拓
の
支
援
を

行
う
瑞
穂
木
材（
株
）
の
宮
崎
専
務
取
締

役（
信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

か
ら
須
藤
林
務
部
長
へ
コ
ル
ミ
オ
10
個

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
の
推
進
に
つ
い
て

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
コ
ル
ミ
オ

は
、
県
庁
玄
関
ホ
ー
ル
や
県
庁
内
の
各

部
局
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用

し
、
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
近
く
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ

手
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
実
現
に
向
け
、
暮
ら
し
の
中
に
木
を

取
り
入
れ
る
「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲寄贈式の様子▲コルミオ寄贈いただきました

（左から宮崎専務取締役、

増田代表、須藤林務部長）

▲イベント等で活用しています ▲長野県庁の玄関ホール

へ設置  　　　　　
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